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疽病および萎黄病の発病程度 
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抄 録 

 宮城県が所有するイチゴ母本の５系統について、イチゴ炭疽病および萎黄病の発病程度を既存品種と比

較した。炭疽病においては、５系統の発病程度が「もういっこ」または「にこにこベリー」と同程度で、

抵抗性品種の「宝交早生」より発病程度が高かったことから、全て罹病性品種と考えられた。萎黄病につ

いては２種類の菌株を用いた試験で 14-47-2 および 20-16-8 が「みやぎｉ３号」と発病程度が同等程度で

あり、育種素材として有用と考えられた。 

〔キーワード〕 イチゴ，発病程度，炭疽病，萎黄病，母本系統，Colletotrichum gloeosporioides，

Fusarium oxysporum f.sp.fragariae 

 

緒   言 

 イチゴは宮城県において 136ha の作付面積があ

り、東北地方では最大の産地である 14）。宮城県で

は生産者および消費者の需要を満たすため品種開発

を進めており、これまで「もういっこ」、「にこにこ

ベリー」および「みやぎｉ３号」が開発されてきた
６）９）13）。 

 イチゴには多種の病害が発生するが、本県で減収

を招く主要病害は炭疽病（Colletotrichum 

gloeosporioides 種複合体）と萎黄病（Fusarium 

oxysporum f.sp.fragariae）である。本県で栽培さ

れている３品種では各病害に対する感受性の程度が

異なることが報告されており４）、これら３品種は明

確な抵抗性品種ではないながらも耕種的防除の一環

として品種の選定が行われている。現在、本県では

炭疽病においてアゾキシストロビンおよびベノミル

の耐性菌が広く確認されており、佐賀県ではフルジ

オキソニルに耐性を有する炭疽病菌が確認されてい

る２）５）。萎黄病においては、農薬登録がある殺菌

剤が少なく発病後の防除が困難となっていることか

ら、本県においても主要病害に抵抗性を有する品種

の開発が求められている。本県におけるこれからの

品種開発に資するため、本県が所有・保存している

母本系統において炭疽病および萎黄病の発病程度を

既存の品種と比較検討したので報告する。 

 

材料と方法 

Ⅰ 供試系統および品種 

試験に供試した母本系統は 14-47-2、18-47-

2、20-16-8、21-7-5 および 21-8-1 の５系統であ

る。それぞれの子房親と花粉親は表１の通りであ

る。対照品種は、炭疽病発病程度比較試験で「宝

交早生」、「もういっこ」および「にこにこベリ

ー」を用い、萎黄病発病程度比較試験では「みや

ぎｉ３号」、「もういっこ」および「にこにこベリ

ー」を用いた。 

 

Ⅱ 発病程度比較 

１ 炭疽病発病程度比較試験 

すくすくトレイ（丸三産業製、24 穴）を用

いて１区８株、３反復で噴霧接種による炭疽病

の発病程度比較試験を行った。供試菌株として

系統名 子房親 花粉親
14-47-2 かおり野 × とちおとめ
18-47-1 おいＣベリー × かおり野
20-16-8 かおり野 × もういっこ
21-7-5 にこにこベリー × 14-47-2
21-8-1 にこにこベリー × 恋みのり

第１表 各系統の交配組み合わせ 
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C. gloeosporioides 種複合体（宮城県農業・

園芸総合研究所所有 MYGAH1159）を用いた。供

試菌株をグルコース加用ジャガイモ煎汁寒天

（PDA、Difco 製）平板培地にて、25℃暗黒条

件下で 12 日間培養した。培養した供試菌株は

面相筆を用いて、滅菌水に分生子を懸濁し、２

重ガーゼでろ過し、分生子濃度を 3.5×105個

／ml に調製した。この分生子懸濁液を接種源

とした。2024 年８月 21 日にハンドスプレーを

用いて接種源を各株に株あたり約５ml の割合

で噴霧接種した。接種後は恒温接種装置内にて

27℃飽和湿度および暗黒条件下で 48 時間静置

した。恒温接種装置から取り出した後は所内の

ガラス温室内にて無加温で管理し、８月 28

日、９月４日および 11 日（接種７日、14 日お

よび 21 日後）に以下の基準に従い、発病程度

に基づく指数別株数を調査し、地上部病徴の発

病度を算出した。また、９月 11 日の調査後に

はクラウンを切断し、クラウン内部の褐変度合

いを以下の基準で調査し、内部病徴の発病度を

算出した。 

   地上部病徴 

   指数０：発病を認めない。 

   指数１：葉または葉柄に僅かに病斑が認めら

れる。 

   指数２：病斑が散見され、ランナーや葉柄で

折損が僅かに認められる。 

   指数３：病斑が多数認められ、葉柄の折損が

複数認められる。 

   指数４：株全体の萎凋・枯死 

   発病度＝Σ（発病程度指数×株数）/（４×

調査株数）×100 

   内部病徴 

   指数０：褐変を認めない。 

   指数１：褐変部分が全体の 1/4 未満。 

   指数２：褐変部分が全体の 1/4～1/2 未満。 

   指数３：褐変部分が全体の 1/2～3/4 未満。 

   指数４：褐変部分が全体の 3/4 以上。 

   発病度＝Σ（発病程度株数×発病程度）×

100／（調査株数×４） 

２ 萎黄病発病程度比較試験 

   所内パイプハウスで萎黄病菌（F. 

oxysporum）の浸根接種で萎黄病の発病程度比

較試験を行った。供試菌株は宮城県農業・園芸

総合研究所が所有する MYGAH1296 と MYGAH1273

の２菌株を用いた。各供試菌株を PDA 平板培地

にて 25℃暗黒条件下で９日間培養した。培養

した各供試菌株は面相筆を用いて、滅菌水に分

生子を懸濁し、２重ガーゼでろ過し、分生子濃

度を 1.0×106個／ml に調製した。この分生子

懸濁液を接種源として、水道水で土を洗い落と

した各供試系統および品種の根部を 15 分間浸

漬した。接種後は、イチゴ専用培土育苗１号

（三研ソイル製）を約 10L充填した長さ

64cm、幅 23cm、深さ 18.5cmのプラスチック製

プランター（リッチェル製）に、株間 15cm で

４株ずつ定植した。これを１反復として、３反

復で試験を実施した。接種および定植は 2024

年 10 月３日に行い、その後は所内のパイプハ

ウス内にて無加温で管理した。発病調査は接種

21 日後の 10 月 24 日に行い、以下の基準に従

い、発病程度に基づく指数別株数を調査し、地

上部病徴の発病度を算出した。また地上部病徴

の調査終了直後に、各株のクラウンを切断し、

クラウン内維管束の褐変度合いを以下の基準で

調査し、内部病徴の発病度を算出した。 

   地上部病徴 

   指数０：発病を認めない。 

   指数１：小葉の僅かな奇形・黄化 

   指数２：小葉の奇形・黄化などの典型的病徴 

   指数３：株の萎縮・枯死  

   指数４：枯死 

   発病度＝Σ（発病程度指数×株数）/（４×

調査株数）×100 

   内部病徴 

   指数０：維管束部の褐変を認めない。 

   指数１：1/3 未満の維管束が褐変。 

   指数２：1/3～2/3 未満の維管束が褐変。 

   指数３：2/3 以上の維管束が褐変。  

   発病度＝Σ（発病程度株数×発病程度）×

100／（調査株数×３） 

 

Ⅲ 統計解析 

各試験の発病度については Steel-Dwass の多重

比較検定を実施し、系統および品種間差を解析し

た。統計解析ソフトは EZR on R commander

（Version 1.60）を用いた。 
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結果 

Ⅰ 炭疽病発病程度比較試験 

2024 年９月 11 日における、炭疽病の地上部お

よび内部病徴発病度を第１図に示した。炭疽病接

種７日後の８月 28 日には全ての系統および品種

で発病が確認され（地上部発病度 5.2～21.9）、

最終調査の９月 11 日まで発病が進展した。９月

11 日の調査では、地上部病徴発病度において 14-

47-2、18-47-1 および 20-16-8 が「宝交早生」よ

り有意に発病度が高い結果となった。内部病徴発

病度においては系統および品種間に有意な差は見

られなかった。 

 

 

第１図 炭疽病地上部発病度（A）および内部病徴発病度（B） 

同一アルファベット間には有意差なし（P ＞ 0.05）、n.s.は有意差なし。誤差線は標準誤差を示す。 
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第２図 MYGAH1296 による萎黄病地上部発病度（A）および内部病徴発病度（B） 

同一アルファベット間には有意差なし（P ＞ 0.05）、n.s.は有意差なし。誤差線は標準誤差を示す。 

第３図 MYGAH1273 による萎黄病地上部発病度（A）および内部病徴発病度（B） 

同一アルファベット間には有意差なし（P ＞ 0.05）、n.s.は有意差なし。誤差線は標準誤差を示す。 
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Ⅱ 萎黄病発病程度比較試験 

各菌株の接種 21 日後において、MYGAH1296 の

結果を第２図、MYGAH1273 の結果を第３図に示し

た。菌株 MYGAH1296 において、14-47-2 と 20-16-

8 が「にこにこベリー」より有意に地上部発病度

が低く、21-7-5 は「みやぎｉ３号」より有意に

地上部発病度が高かった。菌株 MYGAH1273 の試験

では系統および品種間に有意な差は認められなか

った。内部病徴発病度では、菌株 MYGAH1296 の試

験において 21-7-5 が「みやぎｉ３号」より有意

に高く、それ以外の品種では有意な差は見られな

かった。菌株 MYGAH1273 の試験では系統および品

種間に有意な差は見られなかった。 

 

考察 

  本県が所有する母本５系統について、炭疽病お

よび萎黄病の発病程度比較を行った。炭疽病の地上

部発病度においては、抵抗性品種と位置付けられて

いる「宝交早生」10）と同程度の発病を示す系統は

確認されなかった。14-47-2、18-47-1 および 20-

16-8 においては「宝交早生」より有意に発病度が

高かったことから、炭疽病に抵抗性を有さない系統

と考えられる。21-7-5 および 21-8-1 の２系統につ

いては、「宝交早生」と比較して有意差は見られな

かったものの、「もういっこ」および「にこにこベ

リー」と同程度であったことから明確に抵抗性を有

するとは言えず、当県で栽培している品種と同程度

であると考えられる。内部病徴においては品種間に

有意差は見られなかったものの、概ね同様の傾向が

みられた。本試験においては１菌株のみの比較試験

であり、種複合体とされる菌株を用いた。炭疽病の

病原菌としては C. fructicola、C. siamense およ

び C. aenigma が主として知られており、これらは

いずれも C. gloeosporioides 種複合体から再分類

された種である。これら菌種間によって抵抗性を持

つ品種が報告されており１）、菌種ごとに抵抗性評価

を行うことが今後必要となる。 

 萎黄病については、MYGAH1296 の試験において、

14-47-2 および 20-16-8 が「にこにこベリー」より

有意に地上部発病度が低く、「みやぎｉ３号」と同

程度であった。18-47-1 および 21-8-1 は「もうい

っこ」と同程度の発病状況となった。21-7-5 につ

いては「みやぎｉ３号」より有意に発病度が高く、

「にこにこベリー」と同程度であった。内部病徴発

病度においては 14-47-2 および 20-16-8 が地上部病

徴と同様の発病傾向を示した。２系統に加えて 18-

47-1 が「みやぎｉ３号」と同程度であった。21-7-

5 についても同様で、「にこにこベリー」と同程度

であった。21-8-1 も地上部病徴と同様で内部病徴

発病度で「もういっこ」と同程度であった。

MYGAH1273 の試験で、地上部病徴においては品種間

に有意差は見られないものの、同様の発病程度を示

した。内部病徴については系統および品種間に有意

な差は確認されず、系統および品種間の比較が困難

であった。県内で栽培されている品種において、菌

種によって発病程度の差異が生じることは過去に報

告されており 4）12）、今回も同様の現象と考えられ

る。２種類の菌種を用いた試験で一貫して発病度が

「みやぎｉ３号」と同程度であった 14-47-2 および

20-16-8 は、子房親が「かおり野」である。「かお

り野」は炭疽病抵抗性品種として知られているが
7）、萎黄病については抵抗性を有する報告はなく罹

病性と考えられる。また、花粉親の「もういっこ」

と明確な萎黄病抵抗性は有さない。イチゴはヘテロ

性の高い植物であり、炭疽病において抵抗性母本を

用いない交配組合せで、炭疽病抵抗性の遺伝率が比

較的高い実生を得ることができたとの報告はある
8）。萎黄病抵抗性の遺伝にも近い働きがあると考え

られる。また萎黄病に抵抗性を有する「アスカウェ

イブ」は、一つの主導遺伝子と複数の量的形質遺伝

子が関与することが推測されている８）。本試験で用

いた系統の中で萎黄病の発病程度が低かった 14-

47-2 および 20-16-8 については今後萎黄病抵抗性

に関する遺伝子を調べる必要がある。 

 本試験を通して、本県が所有する母本株５系統に

おいて、炭疽病に対して抵抗性を有する可能性があ

る系統はなく全て罹病性であった。萎黄病に対して

は 14-47-2 および 20-16-8の２系統が「みやぎｉ３

号」と同程度の発病程度を示した。「みやぎｉ３

号」は県内で栽培実績がある品種の中で最も発病程

度が低いとの報告がある４）。この２系統について

は、今後改めて萎黄病抵抗性品種との発病比較試験

や遺伝子解析を行う必要があるが、本県のイチゴ育

種において萎黄病抵抗性品種を育成する際の育種素

材として有用と考えられる。炭疽病について、炭疽

病罹病性品種との交配で抵抗性個体が高い割合で出

現するとの報告がある「いちご中間母本農２号」
11）と、今回試験に用いた系統との交配を行うこと

により、炭疽病抵抗性を付与できる可能性がある。

今後は、14-47-2 および 20-16-8 の萎黄病に対する
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抵抗性の有無を調査することと、当所保有の系統と

交配することにより、炭疽病抵抗性の実生を得られ

るか調査することが必要である。 
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Summary 

The severity of anthracnose and Fusarium wilt was evaluated in five strawberry parent lines 

owned by Miyagi Prefecture and compared with that of existing cultivars. For anthracnose, all 

five parent lines exhibited disease severity comparable to that of ‘Mouikko’ or ‘Niko niko 

Berry’ and greater than that of the resistant cultivar ‘Hokowase’; therefore, all lines were 

classified as susceptible. In contrast, Fusarium wilt assays using two fungal strains revealed 

that parent lines 14-47-2 and 20-16-8 showed disease severity similar to that of ‘Miyagi i 

3go’, indicating their potential value as breeding materials. 
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